
電氣化學協會第六回大會次第

第1日 4月27日（水） 於 翼 絲 會 館（省線布楽町郭前）

受 付 會場受付にて午前9.00開始

参加證と引換へに會員バッチ， 印刷物を渡します

懇親晩餐合々喪（金2 Ill])を申受けます

通常綿會 午前9.30-9.50

1. 會長挨 拶

2. 議 事

昭和12年度舎務及事業報告承認の件

昭和12年度會計決邪報告承認の件

昭和13年度改選役員報告の件

闊東支部通常綿會 午前9.50-10.00

1. 支部長挨拶

2. 議 事

學術講演 午前10.00― 午後3.00 l次頁参照）

特別講演 午後3.00 -5.30 

片 山 JE 夫氏

浦 野 三 朗氏

1. 我國表源政策の要諦 前咬源局長官 松 井 春 生氏

2. 題 未 定 陸軍大腔 荒 木 貞 夫氏

懇親晩餐會 自午後6.00 於 電氣倶楽部食堂

第2日 4月28日（木） 於 川 口 市

1. 大日本萎酒株式會社川口工場見學

午前10.30川口葬前同工場に参集

午前11.00-11.50 見學の後休恩

〇 曲 食 同工場内にて食事の用窪あり

2. 東京第一放送所見學

午後0.30-1.20

3. 株式會祀関東躊錆所見學

午後1.30-2.20 見學の後解散

〇 各見尿先間の諭送は日本ディ ー ゼル工業株式會祉御提供のディ ー ゼルバスに依ります

昭和1 3年4月
甚閃電氣化 學 協會



第 六 同 大 會 學 術 講 演 要 旨

昭和13年4月27日（水）

於 認 絲 會 館 講 堂

（1) 空氣電池用炭素極の研究（第1報） 各種木炭粉末の物理的及び化撃的性質
選信省電氣試瞼所第五部 牧野三郎氏 篠原正男氏(15分）

企氣電池ほ格術ヒ興味深く， 宜片j上将来性を有するに拘らず， これに闘する文献は甚だ少く， その理論も未だ明
白でない。著者等はさきに， 宜用方而のみを考慮して空氣電池用炭素極の研究を試み， その結果を報告したが， 未
だ不り」の領域甚だ服く基礎研究の必要を感じこの方面の研究を試みる事とした。本報は炭素極の主臆材料である木
炭粉末並に活性炭索末の物理的化限的性歿に就て報告するものである。

(2) 二酸化マンガンの電解的製造（第1報） 硫酸マンガン水溶液の電解諸條件に就て
東京電氣株式會社研究所 高 橋 樟 移氏(10分）

天然に査出する変マンガソ鍍を原料としこれを酸に溶解して酸性溶液の電解酸化により陽極に二酸化マンガンを
析出せしむる電解製造法の概略を述ぺ， 次に硫酸マンガンの電解酸化諸條件に就き主として報告する。

(3) 混合アルカリ墜並にア）しカリ土金墜に封するMgOの熔解度に就て
早和田大墨理工學部應用化學科 富井六造氏 春日井佐太郎氏(10分）

本報告は NaCl, NaF 共晶浴及び之れに BaCl2 を追加せる浴と更に CaCl2, CaF2, BaCl2 浴に MgO を追加して
熱分祈及び反射方法に依り MgO の溶解度を測り且つそれらの浴に就き電解を試みたる結果に就き述べんとする。

(4) 硫酸法に依る純アルミナ製造に閲する研究（第5報） 再び固相反應の機構に就て、
日東化學工業株式會社 舟木好右衛門氏 井上和夫氏 山中藤彦氏(15分）

加蕨数授及部者の硫酸法に依る純アルミナ製造中の所謂固相反應の機隅としてアルミナ含有物の濃硫酸虚理中先
づ生成せる硫酸アルミニウムが残餘の濃硫酸と一種の酸性化合物を作り固相を呈しその後の反應は酸性化合物とア
ルミナ含有物との間に進行する事は既に登表した慮である。本報に於ては反應機構のその後の研究結果と綿括的報
告とをなし固用反應賤隅の研究を終了したいと思ふ。

(5) グアニヂン及びピグアニド類の臨基としての強さ

上

東京t業大展電氣化欅科 杉野喜一郎氏 ア・トールドゼン氏 小川正文氏(10分l
休　憩 自11.ot

(6) 電氣界面攪篇Lの研究（第14報） 電磁波吸牧分散よリ見たる生腫内の水（第1報）
京都帝大化學研究所 志方盆三氏 上田静男氏(20分）

生腔内の水の研究に営つて交流電橋法に依り 6,000～以下の低城電磁波吸牧分散の測定を行ったo資料は南満北
満査の高梁にして其の含有水分は 6.5%, 19% のものを用ひたo 測定温度は 一 40

°c~+110°c の間にして， 測定
結果に依れば Relasation time その他の誘電的性質は産地により歴然たる差あるを認めた。依つて之が測定法並
に雨者の吸滸水分形態の相異に闊する理論的説明を加へんとす。

(7)等級有孔コロヂオン膜に就て 選信省電氣試瞼所第六部 駒 形 作 次氏(10分）
粒子の大きさ決定， 粒子の分別等に限外濾過法が皿々用ひられるのであるがそれには隔膜が最重要なる事項であ

る。 エ ルフォ ー ド氏の等級有孔コロヂオソ｝炭法と殆んど同一方法を以て隔膜を作製し有孔度分布を求めて見た。こ
ヽにその1荘豫結果の概要を報告する。

(8)珪藻土の界面的性質に就て 逓信省電氣試瞼所第六部駒形作次氏 比留間光 一氏(10分）
珪藻七は我國の各所に於て相常多証に産出され近年に至りては種々の方面に利用せられる様になった。陸地に依

りその品質も非常に奥るので各地より集めた 12 種頬の試料に就き色素の吸贈性の試験を行つた。尚燒成温度の吸
荀性に及ぽす影響， 電解透析に依る吸荊性への影密， 界而動電巫と吸着性との隣（系等に就て述べるものである。

(9) 電解透析用ゴム隔膜の研究（第3報） 選信省電氣試験所第六部 比留間光 一 氏(10分）

ゴム隔膜の性質に隙しては従前の研究結果より有孔度に蒻して更に追究すべき必要を認めたるを以て之等の宜緻
を行つた。郎ち開f頃耀：有放断面積との闘係， 充揖問拮及び硫黄批と有放断面積との闊係に就て宜験を行つた。尚
本隔1J.文を電解透祈に用ひた場合陰陽雨イオンに封する除去率等を測定したるを以てこれらの結果に就て述べんとす
るものである。

休 憩 上
(10) 交流電解機栂に関する研究（第8報） 大阪帝國大學工學部應用化學敢室 石 野 俊 夫氏(15分）

種々の金蜀を国極とし種々の電解質溶液を電解液として交流を以て電解せる場合に生ずる波形のス゜ レ及び歪に闊
する測定結果及びこれに勁する考察に就て述べんとす。



(11) 交流電解に依るヨ ー ドフォルムの生成

東京帝國大學エ學部應用電氣化堺及光化學研究室 亀山直人氏 生部勇次氏 (15 分）
通常の電力配線より得る交流を以て， 沃化カリウムにアルアルコール或はアセトンを加へたる水溶液よりヨード

フォルムを生成する官験を述べるo 電流妓率は良好ならざれども， 交流電解の一例を興ふるものなり。
(12)グルタルイミ粒及びその誘導證の電解的還元 大阪府女子専門學校 櫻 井 武 平氏 (10分）

グルクルイミドを純化駆的に還元してビペリドソ或はビペリヂンを得ることは極めて困難であるが， 電解的に行
へばこの目的が達せられ， 而も電解の｝伏況を迦常に選探することによりて或はビベリドソのみを， 或ほピペリヂソ
のみを得ることが出来る。 このnー チチル，n-エチル，n-フェニル等の誘甜盟に就ても略同様である。

(13) 重水の電解濃縮（第 4 報）
＇ 

理化躾研究所 野 口 孝 直氏 (10分）
本大會に於て前三回に亘り種々の電解條件により欺水の電解浪縮の分離率褻化を追究した官験結果を報告し， そ

の都度雑誌「電氣化學」に登表して来たが， 変するに電極材料及び温度による以外には分離率は殆んど凡ゆる園解
條件に影善されず一定であると云ふ結果になつて居るo 然るに温度に依る分離率の愛化も白金露極では全く無く
oo~55℃間で一定不菱なのに， Niでほ温度上昇と共に幾分分離低下し， 鐵極では甚しく低下する事宜から見て，
この低下は水素同位髄自身の温度特性では無くして電極面の腐蝕汚損の為めの二次的現象らしいので， 鐵極面を述
綬研磨し乍ら電解を試み， 果して高温度でも分離率が甚しく低下しない事宜を知つた。

(14) アルミニウム及びマクネシウム合金の直接電解製造に開する研究

自2.00

大阪帝國大學工學部應用化學敬室 鉛市太郎氏 石野俊夫氏 (20分）
AICl3 とMgCl2との混合熔融臨を電解して直接Al-Mg合金を製造する場合雷解霊黙， 電解露流及び俎解温度

の電流妓李及び合金組成に及ぼす影響並に電解混合歴の糾成殊にAICl3とMgCl2との混合割合の電解結果に及ぽ
す影啓に就て述べんとす。

(15) 高周波用紀縁物の研究第 2 類 チタニウム化合物に開する研究（第 3 報）
東京工業大學建築材料研究所 鈴 木 信 一 氏(5 分）

チクニウム化合物の電氣的性質を追求するため， 本報に於てはジソクー・ルチルに就て濫度と比抵抗との闘係並
に常温に於ける誘電李を測定したる結果を述べ， ルチルの合成に際し使用せし種々の鍍化剖の影竪に論及する。

終りに， 本研究を援助せられし日本格術振興會に封し深謝の窯を表する次第である。
(16) 高周波用絶縁物の研究第 2 類 チタニウム化合物に関する研究（第 4 報）

東京工業大學建築材料研究所 鈴 木 信 一 氏(5分）
チクニウム化合物， 殊にルチルは高誘電率を有するために， 他の絶級物に見られぬ用途を典へ得るけれども， 人

エルチルに於ては梢もすると誘電陸損が大となる敏貼を示す傾向があるから， 高誘電率にして然も誘霊悛損が樅少
なることを確認する必要がある。

終りに， 本研究を援助せられし日本格術振興會に到し深謝の意を表する次第である。

(17)動クリッド熱イオン管の理論 東京工業大學電氣化學科 武井 武氏 星野 憐氏 (15分）
三極潤空管に於ける螺旋朕ゲ））ッドの線間隔を呉空管外部より機械的に伸縮すれぽ， 熱イオン流に封するグリッ

ドの制御能は著るしく愛化し， 従つて陽極雷流は激菱する。即ち通常の呉空管が陰極に到するグ））ッド電位により
熱イオ｀ノ流を制御するに到し， 本呉空管はグリッドの機械的愛位を以て熱イオン流を制御するにあるo 斯かる構造
の熱イオン管の陽極， 陰極及び螺旋朕グリッド等に 一定の形態， 寸法を仮定し， グリッドの伸縮が其の静電的特性
曲線，電黙壻幅率， 相互コソクや ククンス， 内部抵抗等に如何なる影密を輿ふるかを理論的に計算Lたo而して此の
熱イオン管の陽極回路に適嘗な補但回路を設け， 之に2.8X10-8A程度の槍流計を接絨すれば， グ））ッドの伸縮ほ
10蹴倍餘に撰大指示されることを指摘した。 郎ち本潤空管は極めて徽小なる椴械的愛位を著るしく掘大する性能
を有する。 以上は螺旋朕グ）） 、ッドを有するものに就き考察したのであるが， 斯かる目的の四空管に封し， 更に適醤
と思しまれる特殊構造のグ））ッドを提案する。 全骰として高周波回路が用ひてないから， 動作も比較的安定なる可＜
豫想される。尚陽極， 険極及び補慎回路の電池電黙の愛動が回路の安定度に及ぽす影翅を計邸した。

(18)電氣化學用水銀整流器の電歴制御と力率問題 株式會社芝浦製作所研究所 青木佐太郎氏 (15 分）
近年， 直流電源として躍進せる水銀整流器の大なる長所は， 格子制御によつて自由なる電話制御の可能な事であ

るが， その方法のみによる時は同時に力率低下を伴ふ。 この到策としては， この格子制御に次の諸方式を併用す
るにある。

1. 誘導電黙調賂器を使用す。
2. 菱黙器クップ切換装置を使用す。

3. 静電蓄電器を使用す。

4. 相間））アクトル電黙を制御する。
これ等の諸方式を比較し， 新規提案たる(4)項の方式を紹介せんとする 。
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